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特集　八重像を求めて

襄と八重

伊　藤　彌　彦

はじめに

　八重には「烈婦」「悪妻」「ハンサムな女性」といったイメージがついて
いる。
　「烈婦」は会津時代、新島襄と出会う以前のイメージである。40日間に
わたる会津城籠城の際、女性ながら鉄砲を持って官軍と渡り合った川崎八
重に対してつけられていた。
　「悪妻」伝説は同志社時代、主として学生たちの間で流布されたもので
あった。
　「ハンサムな女性」という、八重の本質を言い当てているとは程遠いイ
メージが、いま、全国を風靡している。それは数年前の NHK の番組、歴
史秘話ヒストリア「悪妻伝説—新島八重」のなかで紹介された文言であっ
た。その後、NHK 大河ドラマ「八重の桜」が始まり、たちまちにして全
国にひろがった。テレビ電波の威力のすごさを認めねばならないが、八重
関係の資料が少ないこと、情報不足がそれを可能にしたのであった。
　この言葉は、元はといえば、新島襄が婚約時代、アメリカの知人に婚約
者を紹介した英文書簡のなかのたった1行の言葉 ｢彼女の行いはハンサム
である｣ に由来する。結婚直前の花婿がバラ色の気分で発した言葉である
から、八重との実際の結婚生活を伝えたものではない。
　NHK 大河ドラマについては、数年前から中身が史実と乖離しているこ
とが指摘されてきた。要するに近年の NHK 大河ドラマは視聴率至上主義
の娯楽作品なのである。「八重の桜」の場合、史実が少ないだけに断片的
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な史実を使いながらの創作が優ることになった。歌舞伎には時代・人物な
ど全然異なる２つ以上の脚本を混ぜ合せて新しい脚本を作る「綯

ないまぜ

交」とい
う脚本用語があるが、「八重の桜」では八重の実像と虚像を綯い交ぜにし
て話が作られた。しかも実物とは程遠い美貌の女優を登場させたことで、
人気を呼んだ。これまで知られていないし、評価することを控えられてい
た女性が、突然「すごい人」、あこがれの女性、「八重に学ぶ女性の生き方」〔京
田辺市の講演題〕のモデルとされている。今日、八重のどんな小さな断片
もプラス評価され、そして賞賛の中におかれる。この現象は、大衆ドラマ
の主人公としての虚像が造られる一部始終を教えてくれる。片言隻句が想
像力の羽根に載って飛翔し、イメージとなり、そして広く虚像の実体化が
進んでいく。
　残念ながら NHK 番組「BS 歴史館」（司会：渡辺真理、松本健一、鈴木
由紀子、島田雅彦）もその一つであった。それは「知識人」の立場の発言
としては余りにも空虚で不勉強であり、「民衆」ドラマ側に立っての発言
としては余りにも教導的、偽善的言説であった。知らない事は沈黙すべき
である。内容がないときは語ってはならないのではないか。多くの通俗的

「八重本」が出現したのも驚きであった。視聴率は高ければよい、関連本
は売れればよい、というのは商売の論理である。しかし「売れるものは良
いものだ」ということと「良いものは売れる」こととは、言葉は似ている
が意味はまったく違う。また多数者の嗜好が「神様」であるデモクラシー
には品位の低下という危険がつきまとう。かつて「平民主義」を唱えなが
らもそれを堕落させなかったのは、新島襄が矜持を有していたからであっ
た。その矜持の源泉はキリスト教主義と自由の精神であった。それらを建
学の精神にすえる大学、同志社大学が大河ドラマ一本で浮き足立つことの
ないように祈りたい。
　歌舞伎、義太夫、文楽あるいはテレビドラマ「水戸黄門」といった文芸
の常套の手法に、名を隠している登場人物が「じつは○○」と大物だった
のだと種明かしする筋立てがある。例えば「義経千本桜　三段目」で、い
がみの権太にからまれる、つるべずし彌助、「じつは平維盛の末裔」のパター
ンである。幼児期から「みにくいアヒルの子は、じつは白鳥でした」の変
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身劇に馴染んできたのが今日の日本人である。「八重の桜」のブームの裏
にも日本の伝統芸能によくあるこのパターンでの心理煽情がありはしない
だろうか。
　今までの同志社は、新島八重を語らないという ｢節操｣ を保持してきた。
もっともこれは、語れないという資料隠ぺいの結果かも知れない。しかし
語るならば、学問として実像に迫るべきであろう。

八重関係資料

　八重には短い回想語録が何篇かある。他に、新島襄から八重宛の書簡36
通と電報１通、八重から襄宛書簡は封筒のみ４通である。しかもその書簡
のほとんどは、人為的な削除箇所があり、誰かの手で意図的に加工された
ものである。
　八重の回想語録などの８編は、山梨淳「新島八重の雑誌記事集成」『新
島研究』103号にまとめられている、この労作による貢献度は大きい。こ
の他、吉海海人「『新島八重子刀自懐古談』の紹介（全文翻刻）解題」『同
志社談叢』20号があり、さらに昭和３年の『同志社新聞』に７回にわたり
連載された「新島未亡人回想録」が、河野仁昭の手で『追想集㈿』（同志
社社史史料室）のなかに採録されている。
　さて夫婦間の関係は、同じ日本人でも千差万別、ひとからげに出来ない
事柄であるが、新島夫妻はどうか。新島夫妻のことを身近に見ていた徳富
蘇峰は、晩年、「夫人の先生に対する無理解」を「新島先生の寿命を縮めた」
原因の一つとしてあげていた（吉田曠二『わが生涯に新島襄』76頁）。こ
れはすでに大島中正教授が紹介されたものであるが、死の床にあった新島
襄が看護に当たっていた不破ユウ相手に夫婦関係について、次のような述
懐を聞かせていた事実は意味深長である。いわく「結婚と云うものは始め
は人々がお目出度うと八方から浴びせかけるが、年月の過るうちには非常
に大きな困難が起つてくるものだから、お目出度う処のさわぎではない、
なぜ神がこんなに反対の性格の人間を夫婦にしたかと考へさせる程性格に
於ても相反していることを後になつて発見して悩む事がある、然しこれも



− 24 −

神が各々の性格を磨かしむる為になし給ふ御手のわざであるから益々相忍
ばねばならぬ」と（大島中正「襄と八重−百花の魁」『新島八重　ハンサ
ムな女傑の生涯』45頁）。
　襄が八重に言及したものをいくつか拾うことができる。
　新島襄の手控え『漫遊記』に、「八重ノ脂肪ヲ減スルノ法　三十日試行
スベシ」（『新島襄自伝』岩波文庫、358頁）など健康への配慮がみられるほか、
愛妻家であった襄は、自分の死後の八重の老後生活を心配して、奈良の大
地主土倉庄三郎にマッチの軸木用の樹木育成事業への共同投資をもちかけ
ていた（『新島襄全集』３、568頁、拙書『なるほど新島襄』124頁）。晩年
の襄は、自分の病状を心配する八重の態度を煩わしがる記述が多くあらわ
れる。

「御母様之為又大学之為に私にも仙台はぎの腹はすいてもひもじふないを
学び、お前様御出かなくともさむしふないと申居候」（八重宛書簡、明治
23/1/3、『新島襄全集』４、321頁）

「昨日も一筆申上候通、御前様之関東ニ御出之事ハ考ふれは考ふるほと上
出来とは思ハれ不申、…」（同、明治23/1/4、『新島襄全集』４、323頁）。
　八重の内面に言及した点で注目されるのは、次の忠告の手紙である。明
治18年２月１日２度目の渡米先から出された書簡である。

「此身を主基督に捧け、且我愛する日本に捧げたる襄の妻となられし御身
ならば、何卒夫之志と且其望をも御察し、少々の事ニ力落さす、少々の事
を気にかけす、何事も静に勘弁し、又何事も広き愛の心を以て為し、如何
に人に厭はるゝも人に咀はるゝも、又そしらるゝも常に心をゆたかに持
ち、祈りを常に為し、己を愛する者の為に祈る之身ならす己れの敵の為に
も熱心に祈り、又其人々の心の□る迄も其の為に御尽しあらば、神ハ必ら
すお前様之御身も魂迄も御守り被下べし、返す返す少しの事に御了簡違ひ
の無之様、…」

「何卒武士の心ばかりにては足らず、真の信者の心を以て主と共に日々御
歩み被下度奉希候、今日は安息日故かお前様になが説教致し申候……」（『新
島襄全集』３、328-329頁）とある。
八重の信仰にも、士族意識にも襄は問題を感じていたのである。
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　今度は八重の口から襄をどう語っていたか。次の回想からは夫婦間の機
微が伝わってくる。

随分気の短い人で、少し気に入らないことがあると、じきにこめかみに青
い筋があらはれます。すると、私が、

「オヤ、今日は雷でも鳴りさうですね、大分雲ゆきが悪い。」と申すと笑っ
てしまひいます。そして、不平なことはあるといつも私に向かって申しま
すので、

「そんなに不平をいふより、お茶でも召上がった方がいいでせう。」といふ
と、

「お前は私がこれほど怒ってゐるのに、笑ってしまふといふことがある
か。」と申しますから、

「それでも、あなたが怒っていらっしゃるのに、私までが御相伴して怒っ
ては仕方がないではありませんか。」
と申しますと、ウム、さうだと申して、果は笑ってしまふのが常でござい
ました。（「家庭の人としての新島襄先生の平生」『婦人世界』1911年1月、『新
島研究』103号に収録、31−32頁）

このように日常生活では八重の方が一枚上手であった。しかし、別の見方
をすれば、襄の抱えている悩みをよく聞いて、共にその解決を考えるよう
な内面性を共有する夫婦関係ではなかったことが分かる。
　この回想の続きに「いつも口癖のやうに、日本の婦人のやうに因循出は
いけないが、といつて米国風のお転婆も好かぬ、英国の婦人が一番好きだ
と常に申しておりました。…その頃、夫人の演説をすることが大分流行り
ましたが、襄は、婦人が演説するなどといふことは怪しからん、女はどこ
までもおとなしくなければならぬと申してをりました。そして、今の婦人
は、もう少し勇気がなければならぬと申してをりました」（同書、32頁）。
主婦向け雑誌への言葉であるから、あるいは襄に仮借して八重の意見を混
入した発言かもしれないが、襄の女性観を窺わせるものとして興味深い。
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八重宛書簡のなぞ

　少ない八重情報のなかで加工の跡が見えるのは書簡の場合である。『新
島襄全集』には襄から八重宛の書簡が34通（内２通は複数名宛）あるが、
そのうちの33通は「故柏木義円氏写」で、現物がのこっているのは１通だ
けである。（なお広津友信書簡においても15通の内、7通は「故柏木義円氏
写」である）
　この「柏木義円写」ないしそのコピーも現在の同志社大学には見当たら
ない。しかし、杉井六郎が新島襄全集を編集した時には参照していたこと
が注の記述から分かるから、全集にある八重書簡は「柏木義円写」の忠実
な再現であると思われる。

　柏木義円は新島襄のキリスト教信仰をいちばん正確に理解していた骨太
の牧師であった。彼は山室軍平や徳富蘇峰に促されて昭和２年９月ごろ新
島襄の伝記執筆を決断し、資料収集を開始したのであった。八重宛書簡の
筆写は、その一環として行なわれたのである。その経緯は『柏木義円日記』
に次のように記されている。

昭和９年11月13日（火）「鮎沢氏ニ送ラレテヒロツ氏ニ至ル。先生ノ御書
簡ヲ拝見、五十通程アリ、門外不出トアリテ次ニ二、三日泊メテ戴イテ写
スコトトス、上野三時発ニテ帰宅。」

（『飯沼二郎・片野真佐子編『柏木義円日記』行路社、1998、514頁）
昭和9年12月3日（月）「八時出発、…おかち町ヨリ五反田デ乗替ヘ調布大
塚ニテ下車。広津氏ニ至リ御厄介ニナル、五時頃ヨリ新島先生ヨリ奥様ヘ
ノ書状ヲ写シ始メ夜十二時ニ及ブ。」（同書、515頁）
昭和9年12月4日（火）「六時起キ一寸ポーストマデ行ク、夜十二時マデ写ス。
ヒロツ氏ノ家ハ新築セラレタルモノ立派ナリ、ヒロツ氏毎食事祈祷其ノ祈
リニハ敬意ヲ表ス」
昭和9年12月5日（水）「三時マデニ写シ終リヒロツ氏ヲ辞シ、玉ヤニ来リ、
直シニヤリシ時計ヲ請取ル、上野発八時頃帰宅。」（同）
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　問題はこれらの「柏木写」の多くに「・・・・・・」表示の省略箇所が
あることであり、現在、書簡の現物が行方不明であることである。
　ところで、新島襄が発信した書簡類を昭和15年ごろから全国の関係者を
まわって集めたのは森中章光であった。まったく手弁当での旅だったとい
う。その成果として600通以上の新島書簡が集められ、森中章光編纂『新
島先生書簡集』（昭和17年）という画期的資料が出版された。だがそこに
おいても八重宛書簡は、「柏木義円写」しかない。「凡例」では、「本書簡
集中写しによるものでは、故柏木義円氏並に高橋元一郎氏のものが、多数
を占めて居るが、柏木氏は其の生前に新島先生伝の執筆を志したるもの、
而して又高橋氏は嘗て編者と共に新島全集の編纂を企てたるもの、併かも
斯る目的のもとに苦心蒐集せられたる資料を本書に収むるを得たことは、
編者の心よりの喜びであり感謝するところである。両氏在天の霊も定めし
満足せらるゝことゝ思ふ」とあるから、あの森中章光も八重宛書簡の実物
を見ることができなかったのである。
　新島襄宛に来た膨大な量の書簡、約800通の来簡は襄の死後、新島八重
のもとに残され、その後の行方については、森中章光日記を紹介した吉田
曠二『わが生涯の新島襄』にくわしい。

「新島襄先生宛書簡は、明治の各界名士や門下生らから送られたもので、
もとは京都の新島家にあったものである。しかし明治二三年に新島先生が
永眠後は一旦、八重子夫人が管理し、さらに〔昭和７年の〕夫人の死後は、
明治元年の会津城落城の時、落ち武者となった八重子さんを世話したこと
のある甘粕家に移り、その後は行方知れずになっていたのである。やがて
書簡は縁者である広津家に移され、ときを経て、同志社への打診となった
わけである」（吉田曠二『わが生涯の新島襄』81頁）とある。
　ここにある甘粕家とは、子供のいなかった八重が養女に迎えた甘粕初子
の実家である。その初子は、よく新島邸に出入りしていた広津友信の所
に嫁した。その広津友信も昭和12年に亡くなった。したがって、昭和18年
10月26日に同志社に、芦屋市打出中河原町九番地の住所から書信をもって
名士の書簡の所在を伝えて来たのは、広津初子夫人であった。森中は仲立
ちとなり、牧野虎次同志社総長、若松兎三郎同志社専務理事が対応して約
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800通の手紙等を1500円で購入し、昭和19年11月7日に同志社に搬入された。
ただこの交渉中に広瀬初子側と森中章光の間には不信感が広がっていたと
いう。
　さてこの同志社が買い取った約800通の来簡類のなかに、なぜか八重宛
書簡は含まれていなかった。広津友信宛書簡も部分的にしかなかった。し
たがって「柏木義円写」が重要になってくる。昭和９年に筆写した段階で
は現物があったはずだからである。もっともこれらは私信の著作権は、そ
れを非公開にすることも廃棄することも受取人八重の権利であることも忘
れてはならない。結局、現在、新島襄が出した八重宛書簡は不自然に加工
された「柏木義円写」しか残っていない。

推定される削除内容

　多くの手紙が八重に送られたのは、新島襄が二度目の外国旅行を行なっ
た期間においてであった。その時期の八重宛書簡21通の内、旅行前半、ヨー
ロッパなどの道中記の手紙には削除箇所が少ない。しかしアメリカに入国
しボストン到着以降のもの、明治17年11月22日ボストン発の手紙にはじま
り、明治18年８月19日在ウエスト・グールズボロー（アメリカ合衆国）発
の書簡まで、において省略箇所が著しいのである。つまり、この時期は新
島襄が日常的にアメリカン・ボードと接触していた時期に当たる。このこ
とは京都に派遣されていたミッションからアメリカン・ボード本部に報告
された事項を新島が聞かされて、意見を尋ねられていた時期であったと考
えられる。
　想像されるのは同志社女学校問題に関連して、八重に対する批判がミッ
ショナリーからアメリカの伝道本部に伝えられ、それが襄の耳に入ったこ
とである。なかには八重のキリスト教信仰に関する感想もあったであろ
う。襄は、それを踏まえて八重の耳に痛い事、不快なことを忠告する手紙
を書いていたのではないだろうか。筆写作業にあたった柏木は、その人格
からみて、また新島襄の伝記編さんを予定して資料集めをしていたという
目的性からみて、八重宛書簡を意図的に省略して写したとは考えにくい。
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八重側が削除や加工した手紙を見せたのであろう。著作権者として許され
る行為であるが。
　初期の同志社女学校において、実は、学校運営権をめぐる日本人側・ア
メリカ人側の見解の相違が起きており、アメリカ人女性宣教師（とくにス
タークウェザー）の教育方針に対する女学校寮母山本佐久とその娘八重の
干渉と確執が発生していた。この問題はやがて「明治18年事件」と言われ
る決済を経ることになったのであった。
　明治18年事件とは、1885（明治18）6月12-17日に開催された日本ミッショ
ン第13年次大会で、同志社女学校の一時閉鎖（suspension）の権限が京都
ミッションに与えられ、閉鎖が実行された事件をさす。この閉鎖は秋学期

（９−12月）だけですんだが、結果として、大沢善助の協力もあり1886年
１月から、女学校の新体制（Ｖ．Ａ．クラークソン〔ケイデイ夫人〕時代）
が築かれることとなった。この事件を精査した坂本清音同志社女子大学名
誉教授は、「明治18年事件後は、新島も女学校のことは女性宣教師に任せ
ると立場を明確にして行きますし、八重の出番は殆どなくなったと思いま
す」と話す。
　ここに至るまでの経緯を宣教師たちは、本国に報告していた。そのアメ
リカン・ボード文書を解読し分析した坂本清音関連論文から、八重に関連
したところを以下に抜粋しておく。
　「新島夫人は少し仕事もしているが、女性のための仕事を効果的に出来
るようになるにはまだまだ学ばねばならないこと、克服しなければならな
いことが沢山あります」（J.D.Davis から NGC,1877.2.20）坂本清音「同志
社女学校初代婦人宣教師Ａ．Ｊ．スタークウェザーの苦闘」同志社大学人
文研編『来日アメリカ宣教師』現代資料出版、1999、314頁。（以下坂本と
略記）
　「三〇歳になって初めてキリスト教を学んだ N 夫人に反キリスト教的考
えが、特に身分のことに関係するとき、しっかりと根付いていることが分
かります。しかも彼女には羨望・嫉妬・疑念・競争意識が渦巻いている日
本の公立の学校での長い経験があるのです」（Alice J. Starkweather から
NGC,1882.2.4、坂本317頁）。
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　「三〇歳と七〇歳の改宗者〔八重と佐久〕が二人共身分とかプライドの
ために、他の婦人なら喜んで宣教師から受けるキリスト教の感化に心を閉
ざしてしまっているのは非常に憐れだと思います」（Alice J. Starkweather
から NGC,1882.2.5、坂本317頁）。
　「初めの内はほとんど全ての生徒たちが、私たちの教えに素直に耳を傾
けているのに、何かの決定的な合図が与えられたときから、私たちに対す
る信頼を失い、何とも気鬱な雰囲気がホームの中に漂い始めるのです。や
がて用事があって私たちのところに相談に来た生徒が必ず突き止められ、
次第に皆から他所他所しくされるようになります。要するに、私たち教師
の許に訪ねて来る生徒も私たちと共に「罪人扱い」とまでいかなくても「間
違いを犯してる」とみなされ、そのように扱われるのです。そうなると、
私たち宣教師が何を言おうが何をしようが、その影響力は著しく弱められ
てしまうのです」（前掲書簡1882.2.4、坂本318頁）
　「一言で言えば、新島夫人とその母（寮母です）——七二歳と思いますが、
とても元気な老人です——によって女学校内の出来事は出来る限り、宣教
師には知らしめないとの不文律が造られているのです」（同書簡、同所）。
　1883年5月にはスタークウェザーが帰国し、山本佐久も寮母を辞職した
のであった。同志社女学校で八年間奮闘したが、ついに挫折して傷心の帰
国をしたアリス・スタークウェザーの姿をみた、太平洋ウーマンズ・ボー
ドの書記ジュウェット夫人は「八年間で二十歳も年老った」と評していた

（坂本、326頁）。
　ボストンに到着した新島襄は、アメリカン・ボード本部からからこの様
な女性宣教師からの報告を示されたはずである。その結果、八重宛に耳の
痛い忠告の手紙を書いたことが推測される。八重宛書簡のなかの不自然な
削除はそれに関連したものであったと私は推定している。消された八重さ
んの足跡を復元していくならば、「ハンサムな女性」は遠ざかっていく。

学生間の「悪妻」イメージ

　学生間にひろがっていたゴシップ、「悪妻」イメージが辛らつなもので
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あったことは、次の徳冨蘆花『黒い眼と茶色の目』の記述にうかがわれる。
もっとも露骨な記述である。

　其頃佳人之奇遇と云ふ小説が出て、字を読む程の者は読まぬ者なか
つた。其中に会津落城に一花咲かせた飯島〔新島〕先生の夫人は、月
夜城壁に歌を書いた次第を挿画にされて、「会津城中に烈婦和歌を題す」
と画ときが入つて居た。「明日よりは」の歌も、いづくの誰かをいづく
の人かに更めて出て居た。唯「髪を薙て、終生死者の冥福を祈れり」
とある原文に引易へて、会津から京都に帰り咲きした協志社〔同志社〕
社長の夫人は、黒からぬ髪を真中から二つに分け、眼尻の下つたてら
てらと光る赤い大きな顔と相撲取りの様に肥えた体を、稀には荒神口
の赤坊室に見せて居た。
敬二〔蘆花・徳富健次郎〕は其姪に肖た下り目をもつ此寿代〔久栄〕
さんの叔母さんを、十一の時から見知つた。髪を只中から二つに分け
て西洋婦人の様に大きな飾付の夏帽をかぶり、和服に靴をはいて、帯
の上に時計の鎖を見せた折衷姿を、創業時代の協志社生徒は鵺

ぬえ

、鵺
ぬえ

と
呼んで居た。偉い人の妻に評判の好いのは滅多にない。飯島夫人の評
判は学生間には甚よくなかつた。一廉の内助のつもりで迎へた夫人が
思ひの外で、飯島先生の結婚は生涯の失望である、と云ふ事が誰言ふ
となく伝へられた。
夫人はお洒落で、異つた浴衣ばかり一夏に二十枚も作つたの、大きな
体に漲る血の狂ひを抑へかえかねてのつぺりした養子の前を湯上りの
一糸をかけぬ赤裸で通つたのと云ふ様な如何はしい噂は、敬二の耳に
入つて居た。敬二も何時となく夫人に敬意を失ふた。佳人之奇遇を見
る毎に、敬二は「烈婦」の後半生を悲惨な Irony と思はずには居られ
なかつた。（徳冨蘆花『黒い眼と茶色の目』岩波文庫、95-96頁）。

ここから以下の４点を挙げ、その内の２点について考察しておく。
１）会津藩への忠誠行動とかけ離れたかのような京都における八重の俗

人的な姿
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２）和洋折衷のけったいな装束などのために「鵺」呼ばわりされ、新島
先生に相応しくない夫人と学生間での評判

３）浴衣を二十枚仕立てるなど、お洒落道楽
４）甥新島公義との不倫のウワサ

（ただし徳冨蘆花にとっての八重は山本久栄との恋愛を挫折させた人物の
一人、蘆花は八重に対して憎悪心をもっていたことは指摘しておく。）

会津藩離れ

　幕末の京都で徳川家に最後まで尽した会津藩は、明治になって朝敵とな
り、敗者の悲劇の運命の下にあった藩である。しかし会津人は幕末期の自
藩の行動に誇りと正当性を信じ、毎年、藩主の子孫を擁して会津藩士の墓
がある京都黒谷の西雲院（金戒光明寺）で法要を行い、それは現在も続い
ている。なお、この行事に山本家は冷淡だったようで、今日、会津におけ
る山本覚馬らの評判は芳しくない。
　ところで明治21年正月には戊辰の役の会津藩戦死者を追悼する大法要が
京都妙心寺で行なわれた。大阪毎日新聞主筆であった柴四郎が中心となっ
て、建野大阪府知事、北垣京都知事や各界の重立ちはじめ七百名をこえる
参加者をみたこの法要については四回にわたる記事が大阪毎日に連載され
たが、その最後に「扨又茲に一寸記すべき事こそあれ。そは他ならず、是
の法要には旧会津藩の者にて目下西京の同志社にて修学せる七、八名の人
も来会する兼約ありしが当日に至り忽ち一人の使を遣はし急用の出来致し
ければ孰れも参会なり難き旨を以て断はられたる…」と付記されていた。
柴四郎は、唐突な全員欠席に不審感をもち、「嘘誕所謂妄語を為さざるは
其の教義なりと聞」くところの「基督教徒の徳義」に反しているではない
か、と軽妙な筆で揶揄してみせた（『大阪毎日新聞』明治21年1月8日）。
　それに対し、新島襄はカッカと怒り、「法外なる虚誕を吐き会津生を罵
倒し、何にも関係のなき小生の名迄引会ひに出し…此れにて柴氏の魂

こんじょう

情も
大概相分〔かり〕之を評すれは英吉利のブルドーグ之一種類に人に噛み付

〔き〕吠え付〔く〕人間なりと被察候」と感情あらわに記す書簡を蘇峰に送っ



− 33 −

襄と八重

ていたことが、昨年新発見された書簡で明らかとなった（新島襄蘇峰宛書
簡明治22年１月13日、『同志社談叢』33号、96頁）。新島襄も人の子、非難
されると冷静を失ない、意外に感情的な姑息な反論をしているのが読み取
れる。ところでこの法要への学生の欠席に対して、また自分の法要不参加
について新島八重はどう思っていたのだろうか。八重の会津藩への忠誠心
は薄れていたのではないか。それとも、夫に対する忠誠と会津藩への忠誠
の板挟みのなかで自宅で悶々としていたのであろうか。

甥・新島公義と八重

　新島家では長男が密出国してしまったため、家督を継いだのは次男新島
双六（1847-1871）であった。その双六が早死したために、養子にはいっ
たのが新島公義（1860-1924）である。したがって公義は襄の義理の甥に
あたる。襄・八重・公義の三人が新島邸で暮らしていたことは、明治19年
２月20日付けの新島襄から新島公義宛の書簡に「御出発後内も甚淋しく相
成、八重もけんか相手を失たる只今ハ夫婦差向ヒニテ少しく徒然ニ思ひ候
得共、幸ニ多事なる人間故徒然之至ニ不堪之憂ハ無之候、」（全集３、391頁）
と書いていることからも分かる。この時新島公義は、初めての伝道活動の
ために三重県津に出張していた。「八重もけんか相手を失たる只今ハ夫婦
差向ヒニテ少しく徒然ニ思ひ候」とするところに八重と公義には遠慮のな
い風通しのよい関係が存在していたことが窺われる。
　さてある時期からこの甥の公義と八重の間の不義密通のウワサが流れて
いたのである。
　次の金森通倫回想にこうある、「ある日新島先生を吉田山の奥におつれ
して、さて跪いて祈ったあとで、八重子女のことに就いて一大忠告をした
ことがあった。先生にはこの忠告は青天の霹靂（へきれき）だった。あと
で私もあまり言い過ぎはしなかったか、先生の心を痛め過ぎはしなかった
か、聊か心配した位だった。その時は篤く礼を述べて私の忠告を入れられ
たが、こう言うことを思い合わすれば先生自身にも私の遣り方は余りに手
酷すぎると思われていたのかも知れん」（金森太郎編・改定濱潔『回想録—



− 34 −

金森通倫自伝』アイディア出版部、2006年、103頁）と。具体的に何のこ
とか書かれていないが、八重の不義に関するウワサのことであろう。
　新島襄の徳富蘇峰宛書簡には、このウワサに悩まされた新島が蘇峰に対
して内々に相談した書簡が三通ほどある。二通は戦前発行の『新島先生書
簡集』に大幅な削除を施して採録されていたが、手紙の現物を蘇峰は保存
していたので、『新島襄全集』では完全に復元されて掲載されている。も
う一通は石倉和佳兵庫県立大学教授によって昨年発見されたものである。
やがて34号の『同志社談叢』に掲載されるであろう。
　「御一覧之上ハ焼捨被下度候」とある明治22年６月28日付けの蘇峰宛の
書簡には、「愚妻一身上ノ事ニ付　彼是　無根ノ評ヲ為ス者モ有之ヤノ由、
或ル者ノ婦女子ノ風説ナドニ信ヲ置キ、吾人ヲ疑ヒオラルルハ矢張小生不
徳ノ然ラシムル事カト思ヒ候得共、教会ノ錚々タルモノト自信スル連中凡
庸人ノ多キヲ占ムルニハ小生モ大ニ失望仕居候、此レモツマリ合併論ニ意
見ノ異ナルヨリ遂ニ茲ニ及ヒ来ルカ」（『新島襄全集』４、164頁）と。
この時新島は八重の品行にまったく疑問を示さず、悪意あるウワサの原因
を教会合併論反対派の政治的陰謀であろうと推測していた。幕末時代から
日本社会の意思決定のしくみや操縦方法を見聞してきた新島の政治的嗅覚
が感じられる思考様式である。また人間新島の別の一面を示しているとも
いえよう。
　明治22年７月21日付けの蘇峰宛書簡では「他ニアラス公義一身上ノ進退」
の相談をしたもので、「種々無根ノ空評ヲ採用セラレ、同人ヲ目シテ或ル
モノハ姦通セリナト申ス輩モ有之」として、新島公義を伝道事業から外し
蘇峰の国民新聞社に置いてくれないかと持ちかけていた（『新島襄全集』
４、177頁〜）。
　蘇峰はこれに応えて、「公義君ノ事ニ付てハ小生御世話申上て少しも差
支無之候、三十円内外ノ俸給ナラハ何時ニテモ御都合次第新聞記者若しく
ハ学校ノ教授等ニ御世話可申上候、・・・若し又た公義君ノ事ニ付て先生
ノ御掛念モアラハ小生乍不及同君ノ後見人（少シ失敬ナレトモ）とナリ先々
迄モ御見届ケ可致候間、余リ御掛念相成間敷候、」（新島襄宛徳富蘇峰書簡、
明治22年７月27日付け　『新島襄全集』９下、985頁〜）と書いていた。襄
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と蘇峰の緊密な関係が分かる手紙でもある。
　さらに追跡すると、伯父新島襄から転職話を持ちかけられた甥の新島公
義は「扨私身上ニ関シ尊意ノ程御垂示被降忝ク奉存候、・・・彼ノ伝道会
社内閣モ当時兎角人ヲ待ツニ重厚ナラズシテアレバ、此紛々タル外ニ出デ
新聞事業ニ従事シ、徳富先輩等ト相提携シテ頑才ヲ尽スベキ乎、・・・」（新
島襄宛新島公義書簡、明治22年11月2日、『新島襄全集』９下、1120頁）と
提案を検討する返事を出していた。
　新島襄は公義に対して ｢〔伝道事業の地の選定で〕又小生ニも少しく見
る所あり、大阪、京都辺の管轄下ニアルハチト面白からぬ所も有之候間、
少し土地之懸隔シテ自由自在ニ伸張シツツ今一ト運動ヲ試候而は如何、貴
君サヘ長駆シテ河中島ヲ打渡リ長野ヲ侵撃スルノ勇気アラハ、小生ニハ此
上モナキ満足ナル事ナリ｣（新島公義宛新島襄書簡、明治22年12月30日『新
島襄全集』４、301頁）と忠告していた。
　さて新島襄は八重に対してはどうような発言をしていたか。｢又留守宅
之所も成丈厳重ニ御取締被下、カノ口ヤカマシキ馬鹿モノドモニ彼是云ハ
レヌ様呉々も諸事ニ御用心被下度候｣（八重宛書簡『新島襄全集』４、明
治22年12月14日、267頁）と書く。この様なウワサを前に妻八重を疑って
いる気配はほとんど浮かんでこない。そしてウワサの根源を教会合併反対
を唱える自分を陥れるための卑劣な陰謀説と信じているようなのである。
政治的猜疑心が先行するが夫婦関係への猜疑心は持たれていない。奥さん
を疑わないのは立派であるが、ウワサを反対派の陰謀と深読みするのは猜
疑心が強すぎるのではないだろうか。
　最後に、気になったのは新島公義宛書簡の扱いである。森中章光『新島
先生書簡集』には公義宛書簡が18通掲載されているが、その内で現物があ
るのは2通、他の16通は「森中写」で不自然に短い。戦後に刊行された『新
島先生書簡集（続）』には19通の公議宛書簡がある。すべて（新島得夫氏所蔵）
の表示があるが、数行程度のものが多く、編者による省略が想定される。
現物のある蘇峰宛書簡の際は「・・・・・・」の符号を省略箇所に付した
森中であったが、公義宛書簡にはそのような省略箇所の表示がない。しか
しそれらは新島の書いた書簡にしては、余りにも短いし不自然さがみられ
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る。森中による恣意的な削除がおこなわれていたと思われる。
　以上、新島襄、八重、公義いずれの人物にも普通の人間の顔が見え隠れ
する。それでありながらも新島襄は、立派な足跡を残したところに非凡さ
があったといえよう。
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